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業績のハイライト －平成 23 年 3 月期中間決算（個別）について－ 

 

 

 

１．損益の状況 

 

○ 経常収益は、貸出金利回りの低下により貸出金利息が減少したことなどから、前年同期比 5 億円 

減少の79億円（増減率△6.9％）となりました。 

○ 銀行の本業の収益力を表すコア業務純益は、役務取引等利益が増加したものの、資金利益が減少 

したことや、金融派生商品損益（金利仕組みローン）の改善幅が縮小したことなどから、前年同期

比5億円減少の8億円(増減率△37.9％)となりました。 

○ 有価証券は、株式市場の低迷などの影響により、保有有価証券のうち、取得価格に比べて時価が  

著しく下落した有価証券について、24億円の減損処理を実施しました。（注1） 

○ 貸倒償却引当費用（一般貸倒引当金繰入額＋不良債権処理額）は、地域経済の低迷に伴う一部取引

先の業況悪化などから、前年同期比1億円増加の5億円となりました。 

○ 経常損益は、有価証券の減損処理及び貸倒償却引当費用の増加などから、前年同期比32 億円減少

の 20 億 54 百万円の損失となりました。また、中間純損益は、前年同期比 33 億円減少の 25 億    

50百万円の損失となりました。 

 

 

【表１－１】 損益状況                                                     （単位：百万円、％） 

 

 
 

21年 

中間期 

22年 

中間期 前年同期比 増減率 

22/3期 

（参考） 

経 常 収 益  8,596 7,998 △598 △6.9 16,727 

業 務 粗 利 益  6,710 4,757 △1,953 △29.1 13,034 

資金利益  5,939 5,757 △182 △3.0 11,800 

役務取引等利益  289 374 85 29.3 697 

その他業務利益      481 △1,374 △1,855 － 536 

 うち国債等債券損益 （注1） 152 △1,402 △1,554 － 111 

 

 うち金融派生商品損益 （注2） 334 29 △305 △91.1 429 

経費（除く臨時処理分）  5,196 5,315 119 2.2 10,531 

うち人件費  2,343 2,469 126 5.3 4,835 
 

うち物件費  2,552 2,571 19 0.7 5,105 
業務純益（一般貸倒繰入前） 
（△は業務純損失（一般貸倒繰入前）） 

 1,513 △557 △2,070 － 2,502 

 コア業務純益 (注3) 1,361 845 △516 △37.9 2,391 

一 般 貸 倒引当金繰入額 ①  △151 △176 △25 － △284 

業務純益（ △は業務純損 失）  1,664 △381 △2,045 － 2,786 

臨 時 損 益  △502 △1,673 △1,171 － △1,178 

うち株式等関係損益   (注1) △2 △867 △865 － 40 

うち不良債権処理額      ②  495 718 223 44.9 1,073 

うち貸出金償却  52 13 △39 △74.7 311 
 

うち個別貸倒引当金繰入額  443 705 262 59.0 762 

 

（貸倒償却引当費用）  ①＋②  (344) (542) (198) (57.3) （789）

経常利益（△は経常損失）  1,162 △2,054 △3,216 － 1,608 

特 別 損 益  2 8 6 232.1 28 

法 人 税 等 合 計  402 505 103 25.5 643 

中間純利益（△は中間純損失）  763 △2,550 △3,313 － 993 
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【表１－２】 有価証券の減損処理額                                     （単位：百万円） 

 
 21年中間期 22年中間期 

前年同期比 
計 上 区 分 

債 券 － 1,358 1,358 国債等債券損益 

投 資 信 託 － 253 253 国債等債券損益 

株 式 － 865 865 株式等関係損益 

合  計 － 2,477 2,477  

 

 

【表１－３】 国債等債券損益                                                （単位：百万円） 

 
 21年中間期 22年中間期 

前年同期比 

国 債 等 債 券 損 益 152 △1,402 △1,554 

売 却 益 195 243 48 

償 還 益 － － － 

売 却 損 － － － 

償 還 損 42 33 △9 

 

償 却 － 1,612 1,612 

（注）表中の「償却」1,612 百万円に、【表１－２】に記載した債券に係る減損処理額1,358 百万円および投資信託に係る減損

処理額253百万円を計上しています。 

 

 

【表１－４】 株式等関係損益                                                 （単位：百万円） 

 
 21年中間期 22年中間期 

前年同期比 

株 式 等 関 係 損 益      △2 △867 △865 

売 却 益 4 6 2 

売 却 損 6 2 △4  

償 却 0 872 872 

（注）表中の「償却」872百万円に、【表１－２】に記載した株式に係る減損処理額865百万円を計上しています。 

  

 

 

 

 

 

（注1） 有価証券の減損処理額2,477百万円の内訳は、【表１－２】に記載のとおりです。 

このうち、債券に係る減損処理額1,358百万円および投資信託に係る減損処理額253百万円は、国債

等債券損益に計上しております。国債等債券損益の内訳は、【表１－３】のとおりです。 

また、株式に係る減損処理額 865 百万円は、株式等関係損益に計上しております。株式等関係損益

の内訳は、【表１－４】のとおりです。 

（注2） 

 

デリバティブを組み込んだ仕組みローンの一部を 22 年 3 月末と 22 年 9 月末に評価し、その評価  

差額などを金融派生商品損益に計上しております。 

（注3） 

 

「コア業務純益」とは、貸出・預金・為替等の銀行の本業による利益を表し、貸倒引当金の繰入れ、

貸出金・株式等の償却、国債等債券損益等を加味しない利益です。 
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２．自己資本比率の状況 

 

 

○ 単体自己資本比率は、22年3月末比0.85ポイント低下し8.00％となりました。 

また、連結自己資本比率は、22年3月末比0.85ポイント低下し7.71％となりました。 

  

 

【表２】 自己資本比率（国内基準）                                            （単位：％） 

 
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 22年3月末比 

自 己 資 本 比 率（単体） 9.27 8.85 8.00 △1.27 △0.85 

（連結） 8.94 8.56 7.71 △1.23 △0.85 

 

 

 

 

 

 

 

【図１】 自己資本比率の推移                                    （単位：％）         
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 （説明） 

 ・当行の自己資本比率は国内基準が適用されますが、連結・単体ともに国内基準である4％ 

を上回っています。 

 

 

 

 

 

 

 

（注1） 22年9月末の計数は速報値です。 

（注2） 自己資本比率は、平成20年金融庁告示第79号に基づく特例に従い算出しております。 
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３．貸出金・預金・預かり資産・有価証券の状況 

 

(１) 貸出金の状況 

 

○ 貸出金残高（末残）は、22年3月末比40億円減少の5,088億円となりました。 

○ 中小企業向け貸出は、営業担当者の増員やエリア営業体制の導入などの営業力強化に取り組み、 

22年3月末比34億円増加の2,023億円となりました。 

○ 消費者ローンは、住宅ローンが 22 年 3 月末比 1 億円増加の 1,266 億円となりましたが、無担保   

ローンの借入需要の低迷などにより、22年3月末比7億円減少の1,395億円となりました。 

○ 地方公共団体向け貸出は堅調に推移し、22年3月末比62億円増加の1,114億円となりました。 
 

【表３】 貸出金の残高                                                     （単位：百万円、％） 

     
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 増減率 22年3月末比 

貸 出 金 （ 末 残 ） 512,146 512,957 508,888 △3,258 △0.6 △4,069 

うち中小企業向け貸出 199,456 198,855 202,349 2,893 1.4 3,494 

うち消費者ローン 138,603 140,309 139,568 965 0.6 △741 

 うち住宅ローン 123,694 126,503 126,625 2,931 2.3 122 

うち地方公共団体向け貸出 110,621 105,223 111,474 853 0.7 6,251 

 

 

【図２】 貸出金の残高推移                                     （単位：億円）    
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 （説明） 

 ・中小企業向け貸出は、営業担当者の増員など営業力の強化に取り組み、残高が増加しました。 

・ 地方公共団体向け貸出は、堅調に推移しました。 
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地公体 
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（２）預金（譲渡性預金を含む）の状況 

 

○ 預金残高（末残）は、22年3月末比205億円増加の7,783億円となりました。 

○ 主力の個人預金は、堅調に推移し、22年3月末比20億円増加の5,802億円となりました。 

○ 法人預金は、22年3月末比40百万円増加の1,145億円となりました。 

○ 公金預金は、22年3月末比185億円増加の815億円となりました。 

 

 

【表４】 預金（譲渡性預金含む）の残高                                      （単位：百万円､％） 

    
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 増減率 22年3月末比 

預金（譲渡性預金含む）（末残） 752,754 757,820 778,363 25,609 3.4 20,543 

 うち個人預金 577,669 578,205 580,232 2,563 0.4 2,027 

 うち法人預金 113,477 114,549 114,589 1,112 0.9 40 

 うち公金預金 59,807 62,969 81,523 21,716 36.3 18,554 

 

 

 

【図３】 預金（譲渡性預金含む）の残高推移                            （単位：億円）    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （説明） 

 ・ 主力の個人預金および公金預金は堅調に推移しました。 
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（３）預かり資産の状況 

 

○ 預かり資産残高（末残）は、22年3月末比21億円増加の410億円となりました。 

○ 公共債は、22年3月末比7億円減少の227億円となりました。 

○ 投資信託は、株式市場の低迷により基準価格が低下したことなどから、22年 3月末比4億円減少の

98億円となりました。 

○ 生命保険は、資産運用サポートチームを新設するなど営業力を強化し、22年3月末比33億円増加の   

84億円となりました。 

 

 

【表５】 預かり資産の残高                                        （単位：百万円､％） 
    

 21年9月末 22年3月末 22年9月末 
21年9月末比 増減率 22年3月末比 

預かり資産（末残） 37,051 38,949 41,050 3,999 10.7 2,101 

 うち公共債 23,676 23,526 22,734 △942 △3.9 △792 

 うち投資信託 9,963 10,279 9,837 △126 △1.2 △442 

 うち生命保険 3,410 5,144 8,478 5,068 148.5 3,334 

  うち個人年金保険 3,017 3,892 5,959 2,942 97.4 2,067 

  うち一時払終身保険 393 1,251 2,491 2,098 533.9 1,240 

（注）生命保険残高は、成約累計残高としており、解約分は考慮しておりません。 

 

 

 

【図４】 預かり資産の残高推移                                       （単位：億円）    
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 （説明） 

 ・ 生命保険は、営業力の強化により残高が増加しました。 
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（４）有価証券の状況 

 

○ 有価証券残高は、22年3月末比38億円増加の2,220億円となりました。 

○ その他有価証券の評価益は、22年3月末比6百万円減少し、2億22百万円となりました。 

  

【表６－１】 有価証券の残高                                          （単位：百万円、％） 
  

 21年9月末 22年3月末 22年9月末 
21月9月末比 増減率 22年3月末比 

有 価 証 券 203,879 218,262 222,091 18,212 8.9 3,829 

国 債 65,678 63,292 56,594 △9,084 △13.8 △6,698 

地 方 債 16,936 26,047 33,630 16,694 98.5 7,583 

社 債 76,490 85,071 92,439 15,949 20.8 7,368 

株 式 11,607 11,526 9,881 △1,726 △14.8 △1,645 

 

そ の 他 の 証 券 33,165 32,324 29,545 △3,620 △10.9 △2,779 

     

【表６－２】 その他有価証券の評価損益                                     （単位：百万円） 
  

 21年9月末 22年3月末 22年9月末 
21年9月末比 22年3月末比 

そ の 他 有 価 証 券 △631 228 222 853 △6 

株 式 △2,014 △1,752 △2,657 △643 △905 

債 券 2,745 3,016 3,930 1,185 914  

そ の 他 △1,362 △1,035 △1,050 312 △15 

 

 

＜参考＞ 満期保有目的の債券の評価損益                                 （単位：百万円） 

  
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 22年3月末比 

満 期 保 有 目 的 の 債 券 △3,153 △3,660 △3,679 △526 △19 

 

【図５】有価証券の残高及びその他有価証券の評価損益の推移     （単位：億円）  
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   （説明）その他有価証券の評価損益は2億円の評価益となりました。 

（注） 債券のうち、変動利付国債は、「金融資産の時価の算定に関する実務上の取扱い」（企業会計基準委員会 
実務対応報告第25号 平成20年10月28日）を踏まえ、合理的な見積りに基づき算定された価額により
評価しております。 

（注） 当行は、満期保有目的の債券のうち市場価格がない私募の外国証券について、外部機関が合理的に算出
した価額を取得し、当該価額を時価として評価しております。 
なお、満期保有目的の債券の評価損（36億円）は、貸借対照表・損益計算書に影響ございません。 

21/9末 22/3末 22/9末 
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  ４．金融再生法開示債権・リスク管理債権の状況 

 

（１） 金融再生法開示債権の残高 

○ 金融再生法開示債権の残高（要管理債権以下の合計額）は、企業支援への取組みや債権償却など

により、22年3月末比12億円減少の204億円となりました。 

 

  【表７】 金融再生法開示債権の残高                                           （単位：百万円） 

 
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 22年3月末比 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,567 6,201 6,146 △1,421 △55 

危 険 債 権 12,460 13,357 13,869 1,409 512 

要 管 理 債 権 3,880 2,128 442 △3,438 △1,686 

小    計（Ａ） 23,908 21,687 20,458 △3,450 △1,229 

正 常 債 権 492,843 495,640 492,629 △214 △3,011 

要注意先のうち要管理債権以外 77,453 76,629 79,606 2,153 2,977 
 

上   記    以   外 415,389 419,011 413,022 △2,367 △5,989 

合    計（B） 516,751 517,328 513,087 △3,664 △4,241 

  （単位：％） 

（ A／B ） 4.62 4.19 3.98 △0.64 △0.21 

 

 

（２） 金融再生法開示債権の保全状況 

○ 

 

○ 

金融再生法開示債権の保全については、担保保証等のほか、過去の貸倒実績率に基づき今後の 

予想損失率を算出し、貸倒引当金を計上しております。 

保全率は、22年9月末で97.6％（21年9月末実績89.4％）となりました。 

 

【表８】 金融再生法開示債権の保全状況（22 年 9 月末）                         （単位：百万円､％） 

債 権 額 保 全 額  保 全 率 
 

（A） （B） 担保保証等 貸倒引当金 （B／A） 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 6,146 6,146 4,887 1,258 100.0 

危 険 債 権 13,869 13,497 11,899 1,598 97.3 

要 管 理 債 権 442 333 298 35 75.4 

合 計 20,458 19,977 17,085 2,892 97.6 

＜参考＞ 21 年 9 月末                                               （単位：百万円､％）   

債 権 額 保 全 額  保 全 率 
 

（C） （D） 担保保証等 貸倒引当金 （D／C） 

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 7,567 7,567 5,201 2,365 100.0 

危 険 債 権 12,460 11,733 10,684 1,048 94.1 

要 管 理 債 権 3,880 2,078 1,595 483 53.5 

合 計 23,908 21,378 17,481 3,896 89.4 

（注１） 危険債権については、債権額から担保の処分可能見込額および保証等による回収可能見込額を控除
した額に、過去の貸倒実績率に基づく今後 3 年間の予想損失率を乗じ、個別貸倒引当金に計上して
おります。なお、債権額から担保の処分可能見込額および保証等による回収可能見込額を控除した
額が一定額以上の危険債権については、個々の債権ごとに残存期間を算定し、残存期間に対応する
予想損失額を見積り、個別貸倒引当金に計上しております。 

（注２） 要管理債権については、過去の貸倒実績率に基づく予想損失率より今後 3 年間の予想損失額を算定
し、一般貸倒引当金に計上しております。 
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（３）リスク管理債権の状況 

○ リスク管理債権額は、22年3月末比12億円減少の202億円となりました。 

○ リスク管理債権額が貸出金残高（末残）に占める割合は、3.97％となり、22 年 3 月末比で    

0.21ポイント低下しました。 

 

【表９】 リスク管理債権の状況                                              （単位：百万円） 

 
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 22年3月末比 

破 綻 先 債 権 額 1,906 1,342 1,166 △740 △176 

延 滞 債 権 額 17,884 18,007 18,642 758 635 

３カ月以上延滞債権額 459 479 336 △123 △143 

貸出条件緩和債権額 3,421 1,648 105 △3,316 △1,543 

       合   計     (A) 23,671 21,478 20,251 △3,420 △1,227 

    （単位：百万円、％） 

貸出金残高（末残） （B） 512,146 512,957 508,888 △3,258 △4,069 

      （ A／B ） 4.62 4.18 3.97 △0.65 △0.21 

 ＜参考＞ 連結ベース                                                    （単位：百万円） 

 
 21年9月末 22年3月末 22年9月末 

21年9月末比 22年3月末比 

破 綻 先 債 権 額 1,906 1,342 1,166 △740 △176 

延 滞 債 権 額 17,984 18,119 18,741 757 622 

３カ月以上延滞債権額 459 479 336 △123 △143 

貸出条件緩和債権額 3,466 1,688 148 △3,318 △1,540 

合   計    （C） 23,816 21,630 20,393 △3,423 △1,237 

   （単位：百万円、％） 

貸出金残高（末残） （D） 509,546 510,440 506,351 △3,195 △4,089 

 （ C／D ） 4.67 4.23 4.02 △0.65 △0.21 

 

 

【図６】 リスク管理債権残高及び貸出金残高（末残）に占める割合推移  （個別ベース、単位：億円、％）  
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 （説明） 

 ・貸出金残高（末残）に占めるリスク管理債権の比率は、低下傾向になっています。 
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（４）自己査定の債務者区分に基づく債権、金融再生法開示債権及びリスク管理債権の関係 

 

○ 自己査定の債務者区分に基づく債権と金融再生法開示債権及びリスク管理債権の 3 つについては、 

債権の対象範囲や分類方法がそれぞれ異なっていますが、それぞれの対比を表すと概ね下表のように

なります。 

【表１０】自己査定の債務者区分に基づく債権と金融再生法開示債権及びリスク管理債権の関係（22 年9 月末）（単位：億円） 

自己査定   

   
分類区分 

 

債務者区分 

非 分類 Ⅱ 分類 Ⅲ 分類 Ⅳ 分類 引 当 率 

 金融再生法開示債権 
 

リスク管理債権 

破 綻 先 

11 
1 6 2 2 100.000%  

 
破綻先債権 

11 

実 質 破 綻 先 

49 
18 22 2 5 100.000%  

破産更生債権及び 

これらに準ずる債権 

61 
 

破 綻 懸 念 先 

138 
97 21 19  81.128%  

危 険 債 権  

138 

 

延滞債権 

186 

３カ月以上 

延滞債権 

3 要 管 理 債 権  

4 

 

貸出条件緩和債権 

1 

要管理先 

5 
2 2   8.063%  

 合 計  

202 

要

注

意

先 

要管理先 

以外の 

要注意先 

793 

364 429   0.768%  

正 常 先 

4,116 
4,116    0.141% 

 

（小 計 204） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

正 常 債 権  
 

4,926 
 

合  計 

5,115 
4,600 482 24 7   

合   計 

5,130 
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５．経営指標 

 

○ 

 

経営指標は、有価証券の減損処理等にともない、業務粗利益、業務純益、中間純利益が大幅に減少

したことから、前年同期比でＲＯＥ・ＲＯＡは低下、ＯＨＲは上昇しました。 

○ なお、参考として、有価証券の減損処理による影響を除いた場合の経営指標は、下表のとおりと  

なります。 

  

【表１１】 経営指標（個別）                                          （単位：％） 

 
 21年中間期 22年中間期 

前年同期比 

ＲＯＥ（資本当期利益率） 7.16 △23.15 △30.31 

ＲＯＡ（総資産業務純益率） 0.42 △0.09 △0.51 

ＯＨＲ（業務粗利益経費率） 77.44 111.71 34.27 

 

＜参考＞有価証券の減損処理額を除いた場合の経営指標（個別）            （単位：％） 

 
 21年中間期 22年中間期 

前年同期比 

ＯＨＲ（業務粗利益経費率） 77.44 83.44 6.00 

 
 
 

６．平成23年3月期 業績予想等 

 

(１) 業績予想の修正 

 

○ 

 

平成22年5月19日に公表しました平成23年3月期の通期業績予想（個別・連結）は、当中間期の

業績等を踏まえて、下表のとおり修正いたします。 

 

 

【表１２】 個別業績予想の修正（平成 23 年 3 月期）                  （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回業績予想 （A） 16,100 1,300 800 

今回修正予想 （B） 15,700 △1,800 △2,400 

増減額    （B－A） △400 △3,100 △3,200 

増減率    （％） △2.4% △238.4% △400.0% 

（参考）平成22年3月期 16,727 1,608 993 

 

   
   【表１３】 連結業績予想の修正（平成 23 年 3 月期）                   （単位：百万円） 

 経常収益 経常利益 当期純利益 

前回業績予想 （A） 16,200 1,400 900 

今回修正予想 （B） 15,800 △1,700 △2,300 

増減額    （B－A） △400 △3,100 △3,200 

増減率    （％） △2.4% △221.4% △355.5% 

（参考）平成22年3月期 16,831 1,777 1,085 
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(２) 今後の方針等 

 

○ 

 

先般公表いたしましたとおり、当行ときらやか銀行は、平成23年10月を目処に共同して持株会社

を設立する方式により経営統合を行なうことについて、検討開始することを決議いたしました。 

○ 

 

当行は、今後、新たな金融グループ創設に向けて、きらやか銀行との検討・準備を着実に進める   

とともに、併せて、当行中期経営計画「好品質計画 －お客さま目線の好動力－」に基づいて、   

当行の収益力の強化などに引き続き取り組み、経営体質を強化していく方針です。 

 

以  上 


